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『浄土真宗聖典全書』第一巻

「三経七祖篇」の発刊に向けて

． 
ー
は
じ
め
に

昨
年
四
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
親
鷲
聖
人

た七
御ご百
正｝五
主d 十Zヲ里
も八

遠つ 己

五主
主在
l ん

成；今
い’年
た厳
し修
まさ
し れ

た
。
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
〈
本
願
寺
教
学

伝
道
研
究
所
｜
｜
聖
典
編
纂
部
門
｜
｜
〉
で
は
、

こ
の
大
遠
忌
法
要
に
際
し
、
宗
門
長
期
振
興
計

画
「
教
学

・
伝
道
の
振
興
」
の
一
環
と
し
て

「
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
」
（
以
下
．
『
聖
典
全
書
」

と
略
称
）

の
編
纂
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

こ

の
う
ち
、
第
二
巻
目
「
宗
祖
篇
上
」
を
二

O

（平
成
二
十
三
）
年
三
月
に
刊
行
し
ま
し

度た
刊 。

行現
予在
定は
の
一－－， 一一
三10 

経？二
七色ー
ネ且そ宣

空成
。十
編四
纂）

作年

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

J[ 

「宗
祖
篇
上
」
の
発
刊

昨
年
度
の
三
月
に
発
刊
い
た
し
ま
し
た
「
宗

祖
篇

上」

の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
「
宗
祖

篇
下
」

（
平
成
二
十
八
年
発
刊
予
定
）
と
合
わ

32 

せ
て
、
現
在
学
界
で
認
知
さ
れ
て
い
る
親
鷲
聖

ほ
ん
こ
く

人
の
真
筆
を
す
べ
て
翻
刻
す
る
と
い
う
点
が
挙
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げ
ら
れ
ま
す
。

親
鷲
聖
人
の
真
筆
に
つ
い
て
は
、
古
来
よ
り

やが 今
和ゎ 、日

讃i近 ま
か年で

土も年
m え

話~~· 2 
豊縛｝ぞ
ち禅fい
に師じる
：：略？も
凡 rー主 の
き巨よも
れ工あ
て ：どきり
いポ土； ま
ま文iす

月す

発中
表で
さ も
れこ
すこ 0 
第一
- 0 
十（

平
二成
十二
二十
願主二

文弓
断十

筒
）
な
ど
は
最
も
新
し
い
も
の
で
、
「
宗
祖
篇

上
」
で
は
「
真
筆
願
文

・
経
文

・
和
讃
」
の
中

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
刊
時
期
か
ら
逆
算

す
る
と
、
わ
ず
か
五
カ
月
前
に
発
見
さ
れ
た
親

ちは 鷲
ろ、聖

ん弛店人
のみの
こな真
とい筆
、研を

翻究聖
刻と典
す日に
る常収
たの録
め情す
の報る
迅i収と
速？集い
なはう
対もの

応
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

言最
苦新

茎2
！嶺

~ t F洞古住

纂？；
、欠 D-;;
3て 品惇

勢万
を（反
貫i映
いす
たる
結と
果い
で う

あ
る
と
言
え
ま
す
。

親
鷲
聖
人
の
お
書
き
に
な
ら
れ
た
も
の
は
、

漢
文
・
和
文
の
い
ず
れ
も
の
文
体
が
あ
り
、
そ

あ
ら
わ

の
性
格
も
真
宗
教
義
を
体
系
的
に
顕
さ
れ
た

ー惨
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すか讃弟立さ
。らーや の 1、 守二人i
そ名＇H卸ご領；行？
そし 号十消；解ふ信i
~ .患、？の評〉

i句ご（たてつ
~~おめげ

ざ あv 手に f:,
ま三性、さ紙著~
な軒てさ話
性ま立又で暴
資で五んを
~実な＊（，は
立しにど主んじ
宝：多の互いめ
教7様抜？
をJ で書2和門

よ
り
拝
読
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
段
組
を
用

い
た
り
、
原
本
の
状
態
を
図
示
す
る
な
ど
版
面

の
随
所
に
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

こ
、
っ
し
て
、

「
聖
典
全
世
一
日
』
「
宗
祖
篇
上
」

は
、
既
刊
の
聖
典
に
は
な
い
特
性
を
も
っ
た
聖

典
と
し
て
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
「
聖
典
全
書
一
』

の
編
纂
姿
勢
は
、
続

く
五
巻
に
も
通
じ
る
も
の
で
、
次
に
発
刊
予
定

の

「
三
経
七
祖
篇
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
姿
勢

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

E
本
願
寺
に
お
け
る

三
部
経
・
七
祖
聖
教
の
刊
行

第
一
巻
目
に
あ
た
る

「
三
経
七
祖
篇
」

依ぇ容
のは
根、

杢両
誓弥

号じE
J苧fの
土とみ

三i教
音トえ
経7が
ど説
そか
のれ
異たしの
訳正；内

教の
義経
を典

相ム
伝翠

主事
七~ ~ご
高i呈
僧t-g 
のま
論iで

釈ト浄
し一一、 ー「

真
刀て

の

で
す
。

『往生論註j親驚聖人加点本（本願寺蔵）

詳
し
く
は

W
で
述
べ
ま
す
が
、
そ
の
前
に
本
願

とが寺
、刊の
そ行蔵
れき版
はれと
江てし
戸きと
時た三
代席部
ま百経
でき五安
遡2播：ぷ
る’・いは
こて七
とみ祖
がま聖
です教

き
ま
す
。

谷E年
一校3にま
）占？京ず

竺浄l蔀浄
i;:li土；慶F主
守、ん三ゴさ三1トE ァー

如に L ん μう立R
上t部ぷ寺じ非

人泡~~げ lそ
ん Jへん

がを智ち安？
本、 が示2
願文f校i元ー
寺化か刻z~
蔵八し 一
版（た 主

校 八大2乙

点
浄
土
三
部
経
」

と
し
て
再
刻
さ
れ
て
お
り
、

が明
「土治
標；十

註？－
E吾 よ

半；2
工三ん ｝＼
~1'\ ....... ...__.,. 口μ品

~~~ 
をは
本 明 う
原買 う
土如＼l

歳上｝
版人：

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十

玄
智
の
「
大
谷
校

そ
く
に
よ
し
よ
う
に
ん

点
浄
土
三
部
経
」
を
も
と
に
し
て
即
如
上
人

が
『
浄
土
三
部
経
』
を
再
治
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
ん
せ
い

次
に
七
祖
聖
教
は
、
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）

ち

ょ

っ

え

ん

じ

す

う

こ

う

年
に
、
大
坂
長
円
寺
の
崇
興
に
よ
り
刊
行
さ

ぷ
ん
せ
い

れ
た
『
七
祖
聖
教
」
を
、
文
政
九
（
一
八
二
六
）

マ
つ
に
よ
し
ょ
、
ワ
に
ん

年
に
広
知
上
人
が
本
願
寺
の
蔵
版
と
さ
れ
て

二
（
二
0
0
0
）
年
に
は
、

い
ま
す
。

こ
の
他
、
親
鷲
聖
人
七
百
回
大
遠
忌
の
記
念

事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た
聖
典
意
訳
の
編
纂
で

は
、
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
人
）
年
に
『
浄
土

三
部
経
』
が
、
ま
た
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）

年
よ
り
『
七
祖
聖
教
（
上
・
中
・
下
）
』
が
そ

れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
、さ

「 l 文fら
正：明tに

信；五歪
f昌If二等

霊~ t 
巴三刊

を語2
は蓮れれ
し如ロた
め＇ ~ ~三

工；教
天Z人王と
文iにし

よ
る

六
（
一
五
三
七
）
年
ご
ろ
に
開
版
さ
れ
た

め

い

わ

文
章
」
、
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
刊
行
し

た
和
語
聖
教
を
集
め
た
「
真
宗
法
要
」
が
あ
り

事

御
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ま
す
。
近
年
で
は
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年

霊
均
一ハ
（原
典
版
）
」
が
、
ま
た
、

阿
弥

陀= 主主

の
修
復
記
今

と
し

顕1て
如ii言

上i± 
人三真
四宗

一巳
一匹
忌
法
要
記
念

・
本
願
寺
寺
基
京
都
移
転
四

百
年
記
念
と
し
て
昭
和
六
十
三
（

一
九
八
八
）． 

年
に
「
同
（
註
釈
版
）
』
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）

年
に
『
同
（
原
典
版

七
祖
篇
）
』
が
、
そ
し
て

蓮
如
上
人
五
百
回
忌
法
要
記
念
と
し
て
平
成
人

（
一
九
九
六
）
年
に

『
同
（
註
釈
版
七
祖
篇
）』

と

『
浄
土
三
部
経

（
現
代
語
版
）
」

が
刊
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

N 

「三
経
七
祖
篇
」
の
内
容
と

収
録
聖
教
の
特
徴

上
述
の
よ
う
に
、
本
願
寺
に
お
け
る
刊
行
の

歴
史
を
み
て
き
ま
す
と
、
三
部
経
と
七
祖
聖
教

が
一
冊
に
な
っ
て
い
る
聖
典
は
こ
れ
ま
で
刊
行

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

こ
の
た
び
の

「
聖
典
全
書
」

で
初
め
て
一
冊
と

し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
収

録
予
定
の
も
の
は
、

左
記
の
通
り
で
す
。

む

り
ょ
ヲ
じ
ゆ
き
よ
・す

か

ん

む

り

ょ
う

ヒ
ゆ

o
浄
土
三
部
経
（
無
量
寿
経

・
観
無
量
寿

き
ょ
う

あ

み

だ

き

ょ

う

経
・
阿
弥
陀
経
）

だ

い

き

主

う

だ

い

あ

み

だ

き

F
一

び

F
qど
う

が

く

き

ょ

う

む

o
異
訳
大
経
（
大
阿
弥
陀
経

・
平
等
覚
経
・
無

り
ょ
ワ
じ
ゅ
に

よ

ら

い

え

し

£
う
ご
ん
き
ょ
っ

量

寿
如
来
会

・
荘
厳
経
）

し
ょ
ヲ
b

さ
よ
、
ヲ
し
ょ
っ
さ
ん
じ
よ
う

ど
・さ
ょ
う

o
異
訳
小
経
（
称
讃
浄
土
経
）

い
ぎ
ょ
う

ほ

ん

じ

ゅ
う

に
ら
い
じ
よ
、
ヲ
ど

ろ
ん

お

う

じ

よ

う

o
七
祖
（
易
行
品

・
十
二
礼
・
浄
土
論
・
往

生
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こ
の
よ
う
に
収
録
の
内
容
を
見
て
み
ま
す

と
、
こ
れ
ま
で
本
願
寺
よ
り
刊
行
さ
れ
た
聖
典

に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
に

気
手
つ
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
親
鷲
聖
人
が
引
用

さ
れ
た
「
異
訳
」
と
呼
ば
れ
る
訳
出
年
代
の
異

な
る

『大
経
』
あ
る
い
は

『小
経
』
が
ま
ず
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

親
鷲
聖

人
『が
西t編
方す集
指 L し
南tた

抄iと
』つ さ

れ
る
法
扶

曇f聖
鷲i人
大tの
師し法
作語
」集

と
記
さ
れ
て

の
中
で

い
る

『略
論
安
楽
浄
土
義』

も
そ
う
で
す
。
こ

れ
ら
は
、
編
纂
方
針
に
よ
っ
て
収
録
さ
れ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
収
録
し

て
い
る
占
…
は
、

『
聖
典
全
盛一一
面』
「
三
経
七
祖
篇
」

の
大
き
な
特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

V
底
本
対
校
本
の
選
定
と

最
新
の
研
究
成
果
の
反
映

こ
の
た
び
の

「三
経
七
祖
篇
」
に
収
録
さ
れ
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る
も
の
は
、
印
度
・
中
国
・
日
本
に
お
い
て
撰

述
あ
る
い
は
訳
出
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

『往

生
要
集
』
と
『
選
択
集
』
と
を
除
き
、
そ
の
ほ

れてっと
らいてん
にな、ど
つい原は
い白？本 中
て文ヱに国
はの長士よ
、も：：~ り

適の川、ん伝

宜が主来
司II~ ほ JZS し
占？とりた
をトん仮も
補？ど泊の
つなで カf で
てす付す
読。さ
解これよ

の
便
を
は
か
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
「
三
経
七
祖
篇
」
に
収
録
さ
れ
る
聖

教
の
中
に
は
、
親
鷲
聖
人
の
み
な
ら
ず
、
他
宗

に
お
い
て
も
敬
重
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く

あ
り
ま
す
。
原
本
の
所
蔵
元
は
真
宗
の
寺
院
に

お
も
む

と
ど
ま
ら
な
い
た
め
、
宗
派
を
問
わ
ず
赴
い
て

底
本
対
校
本
の
収
集
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

底
本
対
校
本
に
つ
い
て
は
新
資
料
の
発
見
や
最

新
の
研
究
に
基
づ
い
た
選
定
を
心
が
け
て
い
ま

す。註を
」 挙そ
はげの

て一
上お例
下きと
両たし
巻いて

がと 善
指ij~ li¥3 ：~＇ 
つぷ大

てま師
りすと4
;' 0 1＿主

おtti 
と生翌
し論丘

て
は
、
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
の
刊

本
が
最
古
で
す
。

親
鷺
聖
人
が
御
自
筆
に
よ
っ

て
加
点
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
特
に
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
書
写
本
に
は
、
こ
れ
よ
り

古
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
従
来
も
あ
り

ま
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
新
た
に
最
古
の
書

写
本
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず

は
ほ
ん

れ
も
、
上
下
両
巻
の
揃
わ
な
い
端
本
で
は
あ
り

ま
す
が
、
大
変
貴
重
な
発
見
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
『
聖
典
全
書
」

す
る
寸？

疋三

で
す

れで
はも
聖対
典校
史．本
上と
、し

収て
録採
自用

体
は
じ
め
て
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。

-vr 

「宗
祖
篇
上
」
と
の
連
動
性

「
宗
祖
篇
上
」
で
も
そ
う
で
し
た
が
、

「

経
七
祖
篇
」

で
は
、
『
浄
土
真
宗
聖
典
（
註
釈

版
）
』
や
『
真
宗
聖
教
全
書
』
（
大
八
木
弘
文
堂
）

と
の
連
絡
ペ

1
ジ
を
付
し
ま
す
。
今
回
、
収
録

し
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
漢
文
体
で
す
か
ら
、

書
き
下
し
文
で
あ
る
『
註
釈
版
』
と
の
連
絡
を

は
か
る
こ
と
で
、
読
解
の
大
き
な
た
す
け
と
な

る
で
し
ょ
、
っ
。

そ
し
て
、
最
大
の
特
徴
は

「
宗
祖
篇
上
」

と
の
連
絡
ベ

l
ジ
を
付
す
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

ペ
ー
ジ
数
だ
け
で
な
く
、
聖
教
名
と
親
驚
聖
人

の
引
用
さ
れ
た
ご
文
の
範
囲
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
親
鷲
聖
人
が

ど
の
部
分
を
引
用
さ
れ
た
の
か
が
一
目
で
わ
か

り
、
三
部
経
や
七
桓
聖
教
の
ど
の
部
分
を
何
回

引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
も
、
容
易
に
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
様
に
「
三
経
七

祖
篇
」
内
で
の
連
絡
も
行
う
予
定
で
す
。

wu
最

後

に

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
「
三
経
七
祖
篇
」
は
、

三
部
経
や
七
祖
聖
教
な
ど
の
一
つ
ひ
と
つ
を

鷲冊
聖の
人聖
の典
おで
心学
を、ぶ
窺主こ
うr と
こ カf

と で
のき
で、

き な
るお
聖か
典っ
と親

な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た

以
外
に
も
、
付
録
の
充
実
や
各
聖
教
の
解
説
な

ど
、
読
解
に
配
慮
し
た
聖
典
と
な
る
よ
う
作
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
二

O
一
二
（
平

成
二
十
四
）
年
三
月
発
刊
予
定
の
「
三
経
七
祖

篇
」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

． 
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